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(1)真空紫外域まで透明な Li2O・3B2O3(LBO)ガラス表

面にフェムト秒レーザーアブレーションによりホールの形

成を試みた。近赤外レーザの多光子吸収により生じるア

ブレーションで形成するホールの形態の円偏光と直線偏

光のレーザー偏光による違いの有無を産総研の

FIB-SEM を利用して表面のホール形状、ホール断面を

観察した。LBO ガラスでは，円偏光および直線偏光のい

ずれに対しても、ビームプロファイルを反映したと考えられ

る円形のナノホールであり、形成されるホール形態は偏光

に依存しないということが分かった。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

FIB-SEM 複合装置  
【実験方法】 

LBO ガラスは溶融法で作製した。波長 775 nm と 800 
nm、パルス幅 150 fs、TEM00 モードのフェムト秒レーザ

ーをビームスポット径:1.05-1.08 μm に絞り、パワー0.15- 
0.5 mW (フルエンス 17.3-57.8 J/cm2)を変え、シングル

ショットで 1 ホールを LBO ガラス表面にアブレーションに

より形成した。  ホールの表面および断面形状を

FIB-SEM と FE-SEM で観察した。 
 

LBO ガラス表面に形成されたホールは、円偏光および

直線偏光においても、円形状のホールが形成され、ホー

ル形態はレーザー偏光に依存しない事が分かった。（Fig. 
1(a),(b)）断面形状から、ホールは円柱あるいは丸みを帯

びた円錐台形状であった。円形ホールは、レーザービー

ムのガウシアンプロファイルを反映していると考えられる。

これはガラス中に等法的に分布している欠陥に束縛され

た電子がレーザー励起されクーロン爆発で結合が切れア

ブレーションが生じたのではないかと推定される。また、ホ

ールサイズは、円偏光および直線偏光に対して、フルエン

スの減少とともに小さくなり、閾値加工であることがわかっ

た。形成されたホールサイズは、最小パワー0.2,0.15 
mW(フルエンス 17.3,21.8 J/cm2)では、ホール深さは、円

偏光で 1.6 μm 、直線偏光ででは 2.9 μm であった。

（Fig. 2(a),(b)）また、円偏光、直線偏光ともに表面のホー

ル直径は、波長よりは大きいが、1180,1110 nm と回折限

界とほぼ同じ大きさとなることが分かった。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

               
Fig. 1. SEM images of ablated holes on the surface of LBO glasses 
with (a) circularly polarized laser pulse with an intensity of 0.2 mW, 
(b) linearly polarized laser pulse with an intensityof 0.15 mW  
                                        

 
 
 
 
 
 
 

Fig. 2. FIB-SEM three dimensional images (cross sectional view) of 
naoholes of LBO glasses with (a) circularly polarized laser pulse, (b) 
linearly polarized laser pulse. 
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